
千
葉
。長
須
賀

条

里
制
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
千
葉
県
館
山
市
下
真
倉
字
舞
台

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
一
一
月
１

一
九
九
八
年
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
一昌
梨
俊
夫
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
旧
河
道

・
水
田
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
須
賀
条
里
制
遺
跡
は
館
山
平
野
の
南
部
に
位
置
し
、
南
北
を
汐
入
川
と
境

川
、
東
西
を
丘
陵
と
砂
丘
列
に
取
り
囲
ま
れ
た
、
標
高
約
九

ｍ
の
後
背
湿
地
上

に
所
在
す
る
。
遺
跡
周
辺
に
は

条
里
型
の
水
田
区
画
が
広
範
囲

に
存
在
し
て
お
り
、
宅
地
化
の

影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
の
現

在
で
も
基
本
的
な
地
割
は
残
存

し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
国
道
建
設
に

伴
う
も
の
で
、
弥
生
時
代

・
古

墳
時
代
の
旧
河
道
や
水
田
、
古

代
以
降
の
条
里
型
水
田
、
中
世
の
掘
立
柱
建
物
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

特
に
古
墳
時
代
後
期
の
旧
河
道
に
は
、
扉
材
を
再
利
用
し
た
木
樋
が
設
け
ら
れ

て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
検
出
さ
れ
た
条
里
型
水
田
は
、
表
層
条
里
と
方

向
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
共
伴
す
る
遺
物
が
少
な
く
開
田
時
期
を
決

定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

古
代
以
降
の
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
器

・
須
恵
器

・
青
磁

・
中
世
陶
器

・
銭

貨
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
耕
作
に
よ
つ
て
著
し
く
磨
耗

・
細
片
化
し
て
い
る

も
の
が
目
立
つ
。

木
簡
は
調
査
区
南
端
の
Ａ
Ｂ
区
２
層

（暗
灰
褐
色
粘
質
土
）
か
ら
出
土
し
た
。

２
層
は
近
世
以
降
の
水
田
耕
作
土
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
確
な
水
田
遺
構
は
検

出
さ
れ
ず
、
出
土
遺
物
に
つ
い
て
も
時
期
幅
が
大
き
い
。
こ
の
た
め
木
簡
の
年

代
は
決
定
し
が
た
い
。
な
お
、
調
査
報
告
書
で
は
中
世
前
後
の
所
産
と
推
定
し

て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔荻
力
〕

ω

　

「
六
日
山
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

溢
撰
ｏ
ｏぢ

板
目
材
で
上
端
の
一
部
と
下
端
を
欠
失
し
て
い
る
。
上
端
に
は
刃
物
に
よ
る

切
断
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
調
査
地
点
の
東
側
上
流
部
に
現
在
も

「山
荻
」
の
地

名
が
残

っ
て
お
り
、
当
該
地
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

(館 山)
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９
　
関
係
文
献

⑪
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『館
山
市
長
須
賀
条
里
制
遺
跡

・
北
条
条
里
制

遺
跡
』
全
一〇
〇
四
年
）

（大
谷
弘
幸

（千
葉
県
立
中
央
博
物
館
》

一

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
�
Ｉ
兵
部
省
地
区
の
調
査
』

（奈
良
文
化
財
研
究
所
学
報
第
七
〇
冊
）
の
刊
行

平
城
宮
の
人
省
ク
ラ
ス
の
官
衛
の
全
貌
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
発
掘

調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
遺
構

・
遺
物

・
文
献
史
料
の
総
合
的
な
検

討
に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
後
半
、
東
区
朝
堂
院
南
辺
の
朝
集
殿
院
と
壬
生

門
の
間
に
は
、
東
に
式
部
省
、
西
に
兵
部
省
が
東
西
対
象
に
配
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
本
書
は
そ
の
う
ち
の
兵
部
省
を
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
棟
の
瓦
葺
き
礎
石
建
物
か
ら
な
り
、
南
に
開
い

た
コ
の
字
型
の
空
間
を
構
成
す
る
き
わ
め
て
格
式
の
高
い
空
間
を
構
成
す

る
一
方
、
建
築
様
式
に
は
明
確
な
序
列
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

省
内
の
遺
構
か
ら
の
木
簡
の
出
土
は
な
い
が
、
西
側
を
南
に
流
れ
る
中

央
区
と
東
区
の
間
の
基
幹
排
水
路
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に

一
五
九

一
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
本
書
で
は
そ
の
概
括
的
な
考
察

を
試
み
て
い
る
。
ま
た
、
平
城
宮
内
の
平
面
構
造
に
つ
い
て
の
総
括
的
な

再
検
討
を
行
な
い
、
新
し
い
平
城
宮
像
を
提
示
し
て
い
る
。

市
販
は
左
記
の
通
り
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
編

『平
城
宮
兵
部
省
跡
』
Ａ
４
判
　
本
文
編
三
〇
四

頁
、
図
版
編
二
九
二
頁
、
吉
川
弘
文
館
発
売
　
一
三
二
一
〇
〇
円

（税
込

み
）

ク




